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1. 概要

本ドキュメントでは、オープンソースであるEC-CUBEを利用してECサイト構築時の、実装方針・しくみ、実装担当者が実装を行ううえで必要な内容を記述する。

2. システム要件

2.1. ソフトウェア要件

	分類
	ソフトウェア
	動作確認済み

	OS
	Windows
	Windows 2000 Professional

Windows 2000 Server

Windows 2003 Server

Windows XP Professional

Windows NT Workstation 4.0

Windows NT Server 4.0

Windows 2008 Server

Windows 2008 Server R2

	
	UNIX
	Linux glibc 2.1/2.2/2.3

FreeBSD 5.4以降

	言語
	PHP
	PHP4.1.x以降

PHP5.0.x以降

	ライブラリ
	画像生成
	freetype2 2.1.x以降

gd 2.0.x以降

	データベース
	Postgres
	PostgreSQL 7.4.x以降

	
	MySQL
	MySQL4.1以上

（MySQL5.x系を含む）


2.2. ハードウェア構成（最小値）

CPU:intel Pentium互換 300MHz以上を推奨

MEM:OSの最低動作環境以上

HDD:50MB以上を推奨

※商品情報の登録情報は含みません。

2.3. 管理機能対応ブラウザ

Microsoft Internet Explorer 6.0(SP1)以上 

Fire Fox 1.5.0.4以上

3. 構成

本システム(eccube-2.4.1)のディレクトリ／ファイル構成について記述する。

3.1. ディレクトリ構成

EC-CUBEは大きく分けると２つのディレクトリで構成されている。

	
	Data
	…
	実際のロジック部分を格納するディレクトリ

	
	Html
	…
	ドキュメントルート


3.2. data内ディレクトリ構成

	
	data
	…
	実際のロジック部分を格納するディレクトリ

	
	
	cache
	…
	自動生成されるキャッシュが格納される（定数など）

	
	
	class
	…
	標準クラス群

	
	
	
	batch
	…
	バッチ処理クラス

	
	
	
	db
	…
	DB処理クラス

	
	
	
	graph
	…
	グラフ生成クラス

	
	
	
	helper
	…
	内部で他クラスのインスタンスを生成するヘルパークラス

	
	
	
	module
	…
	モジュール管理クラス

	
	
	
	pages
	…
	ページクラス（実際の処理をほとんど行っているクラス）

ディレクトリ構成はURLに紐づいている

	
	
	
	session
	…
	セッション管理方法を維持するクラス

	
	
	
	util
	…
	スタティック参照するユーティリティ系のクラス

	
	
	class_extends
	…
	カスタマイズ用のクラス群

classディレクトリのファイルを継承している

	
	
	
	batch_extends
	…
	class/batch の拡張クラス

	
	
	
	db_extends
	…
	class/db の拡張クラス

	
	
	
	helper_extends
	…
	class/helper の拡張クラス

	
	
	
	page_extends
	…
	class/pages の拡張クラス

ドキュメントルート配下のファイルから呼び出されるファイル群

	
	
	
	util_extends
	…
	class/util　の拡張クラス

	
	
	downloads
	…
	バックアップファイルやオーナーズストア経由で習得するモジュール群が格納される

	
	
	font
	…
	使用するフォントのフォントファイル

	
	
	include
	…
	モバイルの出力変換関連ファイル

	
	
	logs
	…
	EC-CUBE のログの保存場所

	
	
	module
	…
	依存する外部モジュール

	
	
	
	Calendar
	…
	PEAR Calendar系クラス

	
	
	
	DB
	…
	PEAR DB系クラス

	
	
	
	Mail
	…
	PEAR Mail系クラス

	
	
	
	Net
	…
	PEAR Net系クラス

	
	
	
	Services
	…
	Services_JSONクラス

	
	
	
	Smarty
	…
	Smaryファイル

	
	
	
	SOAP
	…
	PEAR SOAP系クラス

	
	
	pdf
	…
	PDF 生成に関して依存する外部モジュール

	
	
	script
	…
	モバイルサイトの空メール受付スクリプト等が格納されている

	
	
	Smarty
	…
	Smart(テンプレートエンジン)ディレクトリ

	
	
	
	config
	…
	未使用（Smarty自体の設定ファイルを格納するディレクトリ）

	
	
	
	templates
	…
	テンプレート

	
	
	
	
	default
	…
	デフォルトのテンプレート
ディレクトリ構成はURLに紐づいている

	
	
	
	templates_c
	…
	Smarty がコンパイルしたテンプレートの保存場所

	
	
	smarty_extends
	…
	Smartyの拡張ファイル

	
	
	upload
	…
	アップロード時の中間生成ファイルを格納する



(1) data/class/pages (data/class_extends/pages_extends) 内ディレクトリ構成

data/class/pages (data/class_extends/pages_extends) 内のディレクトリ構成は下記の通りです。

	
	data/class/pages(data/class_extends/pages_extends)

	
	
	abouts
	…
	「当サイトについて」のページクラス

	
	
	admin
	…
	管理者画面ページクラス

	
	
	
	basis
	…
	基本情報設定ページクラス

	
	
	
	contents
	…
	コンテンツ管理ページクラス

	
	
	
	customer
	…
	顧客管理ページクラス

	
	
	
	design
	…
	デザイン管理ページクラス

	
	
	
	mail
	…
	メルマガ管理ページクラス

	
	
	
	order
	…
	受注管理ページクラス

	
	
	
	ownersstore
	…
	オーナーズストアの認証・設定ページクラス

	
	
	
	products
	…
	商品管理ページクラス

	
	
	
	system
	…
	システム管理ページクラス

	
	
	
	total
	…
	売上集計ページクラス

	
	
	campaign
	…
	キャンペーン　ページクラス

	
	
	cart
	…
	「カゴの中」のページクラス

	
	
	contact
	…
	「お問合せ」のページクラス

	
	
	entry
	…
	会員登録　ページクラス

	
	
	error
	…
	エラー表示　ページクラス

	
	
	forgot
	…
	「パスワードを忘れた方はこちら」のページクラス

	
	
	frontparts
	…
	ログインチェック、フロントTOPページブロックのページクラス

	
	
	guide
	…
	「ご利用ガイド」のページクラス

	
	
	inquiry
	…
	アンケート　ページクラス

	
	
	magazine
	…
	「メルマガ登録・解除」のページクラス

	
	
	mypage
	…
	「マイページ」のページクラス

	
	
	order
	…
	「特定商取引に関する法律」のページクラス

	
	
	preview
	…
	プレビュー のページクラス

	
	
	products
	…
	「商品一覧・詳細」のページクラス

	
	
	regist
	…
	「本会員登録」のページクラス

	
	
	rss
	…
	「RSS配信」のページクラス

	
	
	shopping
	…
	「商品購入」のページクラス

	
	
	tb
	…
	トラックバックのページクラス

	
	
	unsupported
	…
	サポート外端末用のページクラス

	
	
	upgrade
	…
	(data/class_extends/pages_extendsのみ) 


(2) data/Smarty/templates/default内ディレクトリ構成

data/Smarty/templates/default内のディレクトリ構成は下記の通りです。

	
	data/Smarty/templates/default

	
	
	abouts
	…
	「当サイトについて」のテンプレート

	
	
	admin
	…
	管理者画面のテンプレート

	
	
	
	basis
	…
	基本情報設定のテンプレート

	
	
	
	contents
	…
	コンテンツ管理のテンプレート

	
	
	
	css
	…
	管理者画面のスタイルシート

	
	
	
	customer
	…
	顧客管理のテンプレート

	
	
	
	design
	…
	デザイン管理のテンプレート

	
	
	
	mail
	…
	メルマガ管理のテンプレート

	
	
	
	order
	…
	受注管理のテンプレート

	
	
	
	ownersstore
	…
	オーナーズストアの認証・設定のテンプレート

	
	
	
	products
	…
	商品管理のテンプレート

	
	
	
	sales
	…
	(未使用)

	
	
	
	system
	…
	システム管理のテンプレート

	
	
	
	total
	…
	売上集計のテンプレート

	
	
	bloc
	…
	ログイン、フロントTOPページブロックのテンプレート

	
	
	campaign
	…
	キャンペーン　のテンプレート

	
	
	cart
	…
	「カゴの中」のテンプレート

	
	
	contact
	…
	「お問合せ」のテンプレート

	
	
	entry
	…
	「会員登録」のテンプレート

	
	
	forgot
	…
	「パスワードを忘れた方はこちら」のテンプレート

	
	
	frontparts
	…
	検索結果0件、個人情報入力フォーム等のテンプレート

	
	
	inquiry
	…
	アンケート　のテンプレート

	
	
	mail_templates
	…
	メールテンプレート

	
	
	mobile
	…
	モバイル用テンプレート

	
	
	
	cart
	…
	モバイル用「カゴの中」テンプレート

	
	
	
	contact
	…
	モバイル用「お問合せ」のテンプレート

	
	
	
	entry
	…
	モバイル用「会員登録」のテンプレート

	
	
	
	forgot
	…
	モバイル用「パスワードを忘れた方はこちら」のテンプレー

	
	
	
	frontparts
	…
	モバイル用フロントページブロックのテンプレート

	
	
	
	guide
	…
	モバイル用「ご利用ガイド」テンプレート

	
	
	
	magazine
	…
	モバイル用「メルマガ登録・解除」テンプレート

	
	
	
	mail_template
	…
	モバイル用メールテンプレート

	
	
	
	mypage
	…
	モバイル用「マイページ」テンプレート

	
	
	
	products
	…
	モバイル用「商品一覧・詳細」のテンプレート

	
	
	
	regist
	…
	モバイル用「本会員登録」のテンプレート

	
	
	
	shopping
	…
	モバイル用「商品購入」のテンプレート

	
	
	
	unsupported
	…
	サポート外端末用テンプレート

	
	
	mypage
	…
	「マイページ」のテンプレート

	
	
	order
	…
	「特定商取引に関する法律」のテンプレート

	
	
	products
	…
	「商品一覧・詳細」のテンプレート

	
	
	regist
	…
	「本会員登録」のテンプレート

	
	
	rss
	…
	「RSS配信」のテンプレート

	
	
	shopping
	…
	「商品購入」のテンプレート


3.3. html内ディレクトリ構成

	
	html
	…
	ドキュメントルート

	
	
	abouts
	…
	「当サイトについて」

	
	
	admin
	…
	EC-CUBEの管理者画面

	
	
	
	basis
	…
	管理者画面＞基本情報設定

	
	
	
	contents
	…
	管理者画面＞コンテンツ管理

	
	
	
	css
	…
	管理者画面共通CSSファイル

	
	
	
	customer
	…
	管理者画面＞顧客管理

	
	
	
	design
	…
	管理者画面＞デザイン管理

	
	
	
	mail
	…
	管理者画面＞メルマガ管理

	
	
	
	order
	…
	管理者画面＞受注管理

	
	
	
	ownersstore
	…
	オーナーズストアの認証・設定

	
	
	
	products
	…
	管理者画面＞商品管理

	
	
	
	system
	…
	管理者画面＞システム設定

	
	
	
	total
	…
	管理者画面＞売上集計

	
	
	campaign
	…
	「キャンペーン」関連

	
	
	cart
	…
	「カゴの中」

	
	
	contact
	…
	「お問合せ」

	
	
	cp
	…
	キャンペーンページ用

	
	
	entry
	…
	「会員登録」

	
	
	forgot
	…
	「パスワードを忘れた方はこちら」

	
	
	frontparts
	…
	ログインチェック、フロントTOPページの各ブロック

	
	
	inquiry
	…
	「アンケート」

	
	
	install
	…
	インストール画面

	
	
	
	batch
	…
	未使用（過去バージョンのデータ移行時に使用したのみ）

	
	
	
	save_image
	…
	デフォルト商品の画像

（インストール時にhtml/upload/save_imageにコピーされる）

	
	
	
	sql
	…
	インストール時に使うSQLファイル

	
	
	
	temp
	…
	インストール時に使うキャッシュファイル、ログファイルを格納

	
	
	
	templates
	…
	インストール画面テンプレートファイル

	
	
	
	user_data
	…
	user_dataファイル（インストール時にhtml/user_dataにコピーされる）

	
	
	misc
	…
	画像用ディレクトリ

	
	
	mobile
	…
	モバイルサイト

	
	
	mypage
	…
	「マイページ」

	
	
	order
	…
	「特定商法取引に関する法律に基づく表記」

	
	
	preview
	…
	管理者画面の「デザインプレビュー」で使用

	
	
	products
	…
	「商品一覧・詳細」

	
	
	regist
	…
	「本会員登録」

	
	
	rss
	…
	「RSS配信」

	
	
	shopping
	…
	「商品購入」

	
	
	tb
	…
	「トラックバック」関連

	
	
	upgrade
	…
	管理者画面の「アップデート管理」で使用

	
	
	upload
	…
	アップロード用ディレクトリ

	
	
	user_data
	…
	画像データ、CSSファイル(スタイルシート)、JavaScript、デザイン管理から編集できるテンプレートを格納

管理画面の「コンテンツ管理」　->　「ファイル管理」からもアクセスできる

	
	
	
	css
	…
	共通スタイルシート

	
	
	
	include
	…
	管理画面の「バックアップ管理」で使用

	
	
	
	packages
	…
	画像データ、CSSファイル(スタイルシート)、JavaScript、デザイン管理から編集できるテンプレートを格納

	
	
	
	
	default
	…
	デフォルトのテンプレート用

	
	
	
	
	
	css
	…
	スタイルシート

	
	
	
	
	
	img
	…
	画像ファイル

	
	
	
	
	
	js
	…
	JavaScript

	
	
	
	
	
	sql
	…
	sql

	
	
	
	templates
	…
	管理画面の「バックアップ管理」で使用


【注意】

テンプレートファイル、PHPファイル等の保存階層と表示アドレスは、一致させる。但し、複数の表示アドレスで参照されるテンプレートについては、この限りではない。
3.4. ファイル構成

各ディレクトリ内のファイル構成について記述する。

ここでは設定ファイルや共通ファイルについてのみ記述する。

3.4.1. data/

＊サイト設定ファイル

	ディレクトリ
	ファイル名
	内容

	data/
	install.php
	インストール画面からのインストールの際に生成される DB への接続情報等、最もコアな定数が設定されるファイル

	data/
	mtb_constants_init.php
	設定値ファイル

管理画面 -> システム設定 -> パラメータ設定 のデフォルト初期値

	data/
	require_base.php
	アプリケーションの初期化、共有ファイル読み込みなどを行っているファイル

html/require.phpから読み込まれている

	data/
	require_plugin.php
	pluginを読み込むためファイル


3.4.2. data/class/

＊共用クラスのソースファイル

	ディレクトリ
	ファイル名
	内容

	data/class
	SC_Initial.php
	設定ファイルの読み込み、DB 接続情報の読み込み、php マルチバイト関連の設定等を行っている

	data/class
	SC_CampaignSession.php
	キャンペーンセッション操作クラス

	data/class
	SC_CartSession.php
	カートセッション操作クラス

	data/class
	SC_CheckError.php
	エラーチェッククラス

	data/class
	SC_Cookie.php
	クッキー操作クラス

	data/class
	SC_Customer.php
	会員情報操作クラス

	data/class
	SC_CustomerList.php
	会員検索クラス

	data/class
	SC_Date.php
	日付表示用クラス

	data/class
	SC_DbConn.php
	DB操作基本クラス

	data/class
	SC_FormParam.php
	フォームパラメータ操作クラス

	data/class
	SC_Fpdf.php
	PDFファイル表示クラス

	data/class
	SC_Image.php
	アップロードファイル加工クラス

	data/class
	SC_MobileEmoji.php
	モバイル絵文字変換クラス

	data/class
	SC_MobileImage.php
	モバイル画像変換クラス

	data/class
	SC_MobileKaraMail.php
	モバイル空メール操作クラス

	data/class
	SC_MobileUserAgent.php
	モバイル端末情報管理クラス

	data/class
	SC_PageNavi.php
	ページナビ操作クラス

	data/class
	SC_Pdf.php
	PDF操作クラス

	data/class
	SC_Query.php
	DB操作クラス

	data/class
	SC_SelectSql.php
	SELECT文操作クラス

	data/class
	SC_SendMail.php
	メール送信クラス

	data/class
	SC_Session.php
	セッション操作クラス

	data/class
	SC_SiteInfo.php
	サイト情報操作クラス


	data/class
	SC_SiteSession.php
	サイトセッション操作クラス

	data/class
	SC_UploadFile.php
	アップロードファイル管理クラス

	data/class
	SC_View.php
	画面表示管理クラス


3.4.3. data/class/pages/

＊ページクラス

	ディレクトリ
	ファイル名
	内容

	data/class/pages
	LC_Page.php
	data/class/pages/ 以下のファイルで共通して使用する機能をまとめたファイル

	data/class/pages
	LC_Page_Index.php
	Index のページクラス

	data/class/pages
	LC_Page_InputZip.php
	郵便番号入力　のページクラス

	data/class/pages
	LC_Page_Redirect.php
	リダイレクト　のページクラス（メールからのリダイレクト用） 

	data/class/pages
	LC_Page_ResizeImage.php
	イメージリサイズのページクラス

	data/class/pages
	LC_Page_Sitemap.php
	Sitemapプロトコル ファイル生成モジュール


3.4.4. data/Smarty/templates/default/
＊ベーステンプレートファイル
	ディレクトリ
	ファイル名
	内容

	data/Smarty/templates/default/
	conversion_tag.tpl
	コンバージョンタグ

	data/Smarty/templates/default/
	detail.tpl
	商品詳細テンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	error.tpl
	エラーテンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	footer.tpl
	フッターテンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	header.tpl
	ヘッダーテンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	input_zip.tpl
	郵便番号登録テンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	list.tpl
	商品一覧テンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	popup_footer.tpl
	ポップアップフッターテンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	popup_header.tpl
	ポップアップヘッダーテンプレート

	data/Smarty/templates/default/
	site_frame.tpl
	フロントページ共通のフレーム

	data/Smarty/templates/default/
	site_main.tpl
	フロントページ共通のメインフレーム

	data/Smarty/templates/default/
	top.tpl
	TOP画面テンプレート


3.4.5. html/
＊フロントページベースファイル

	ディレクトリ
	ファイル名
	内容

	html/
	.htaccess
	webサーバーの設定を行う

	html/
	__default.php
	管理画面のデザイン管理から「ページの新規作成」をした時にコピーされるファイル

	html/
	define.php
	「data」ディレクトリと「html」ディレクトリの相対関係(パス)を記述したファイル

	html/
	index.php
	TOP画面

	html/
	input_zip.php
	郵便番号自動入力画面

	html/
	load_module.php
	モジュール読み込み用ファイル

	html/
	require.php
	共通のrequireをまとめたファイル
define.php 、data/require_base.php　を読み込んでいる

	html/
	resize_image.php
	イメージのリサイズ

	html/
	sitemap.php
	サイトマップ


3.4.6. html/admin/
＊管理者画面ベースファイル

	ディレクトリ
	ファイル名
	内容

	html/admin
	home.php
	ログイン後表示される管理者ページのホーム画面

	html/admin
	index.php
	ログイン画面

	html/admin
	load_module_config.php
	モジュール設定スクリプトをロードする

	html/admin
	login.php
	ログイン処理を行う

	html/admin
	logout.php
	ログアウト処理を行う

	html/admin
	require.php
	管理者画面共通で使用するファイルをまとめたファイル


3.5. ファイルの依存関係


[image: image1]
4. 命名規則

基本的に Zend Framework PHP 標準コーディング規約に順ずる。

以下、要点及び相違点を規定する。

4.1. ファイル名

拡張子は、各ファイル形式に準ずる。 

PHPファイルは必ず .php を使用する。 

PHPクラスは、特別な場合を除き、1クラス1ファイルとし、クラス名.php とする。

4.2. PHPクラス名

区切り文字としてはアンダースコア(_)を使用する。

クラス名称の先頭には、大文字でその種類を表す Prefix を付加する。

	Prefix
	種類
	例

	GC
	全サイトで共有するクラス
	GC_SendMail.php

	SC
	1つのサイト内で共有するクラス
	SC_Customer.php

	LC
	1つのソースファイル内で使用するクラス
	LC_Page_Abouts.php


クラスがパッケージに属する場合は、Prefix の後にパッケージ名を付加する。

Page パッケージでインデックスページとしてアクセスされるクラス名は Index とせず、属する階層名をクラス名とする。

ユーザーが拡張するために extends するクラスは、クラス名の最後に Ex を付加する。

4.3. 関数名

関数名の先頭には、小文字でその種類を表す Prefix を付加する。

クラス名で種類が判別可能な場合はこの限りではない。

名称が複数の単語からなる場合、それぞれの単語の先頭を大文字にする。

関数名は Prefix + 動詞 + 対象 を原則とする。

	Prefix
	種類
	例

	gf
	全サイトで共有する関数
	gfGetProductName()

	sf
	1つのサイト内で共有する関数
	sfGetProductName()

	lf
	1つのソースファイル内で使用する関数
	lfGetProductName()

	fn
	JavaScript で宣言された関数
	fnGetProductName()


4.4. 変数名

変数名の先頭には, 小文字でその種類を表す Prefix を付加する。

ループ等で一時的に使用する、数値型の変数には慣習的な $i, $j, $k を使用しても良い。

区切り文字としてアンダースコア(_)を使用する。

	Prefix
	種類
	例

	obj
	クラス変数(オブジェクト)
	$objDb_Conn

	arr
	配列
	$arrCustName


4.5. 定数名

すべて大文字で宣言する。

区切り文字としてアンダースコア(_)を使用する。

4.6. DBテーブル名

テーブル名の先頭には、小文字でその種類を表す Prefix を付加する。

区切り文字としてアンダースコア(_)を使用する。

	Prefix
	種類
	例

	mtb
	マスタデータ
	mtb_pref

	dtb
	データテーブル
	dtb_shop

	vw
	ビュー
	lvw_order


4.7. DBカラム名

特に指定の無い限り、すべて小文字を使用する。

区切り文字としてアンダースコア(_)を使用する。

4.8. CSSクラス名

特に定義なし。

5. 例外処理

5.1. 例外処理

DBエラー、ファイルI/Oエラーなど、処理継続不可能(致命的)なエラーが発生した場合は、エラー内容をログとして記録し、エラー画面(システムエラー)を表示する。

PHP5以降では try~catch による例外処理(Exception)の使用を推奨する。

EC-CUBE のDBエラー処理プログラムは下記の通り。

· data/class/SC_DbConn.php

Class SC_DbConn{

~省略~

// クエリの実行

    function query($n ,$arr = "", $ignore_err = false){

        // mysqlの場合にはビュー表を変換する

        if (DB_TYPE == "mysql") $n = $this->dbFactory->sfChangeMySQL($n);

        if ( $arr ) {

            $result = $this->conn->query($n, $arr);

        } else {

            $result = $this->conn->query($n);

        }


        if ($this->conn->isError($result) && !$ignore_err){

            $this->send_err_mail ($result, $n);

        }


        $this->result = $result;

        return $this->result;

    }
~省略~


function send_err_mail($result, $sql){
　　    …
require_once(CLASS_EX_PATH . "page_extends/error/LC_Page_Error_SystemError_Ex.php");


        $objPage = new LC_Page_Error_SystemError_Ex();

        register_shutdown_function(array($objPage, "destroy"));

        $objPage->init();

    $objPage->process();
    …
GC_Utils_Ex::gfPrintLog($errmsg);

        exit();

    }

}
5.2. エラー処理

EC-CUBEのエラー処理について記述する。

1 エラー画面に遷移する場合

· 管理画面ログインエラー

data/class/pages/admin/LC_Page_Admin_Login.php

class LC_Page_Admin_Login extends LC_Page {
～省略～ 

function process() {

   $conn = new SC_DBConn();

      $this->objSess = new SC_Session();

      $ret = false;

      if (!isset($_POST['login_id'])) $_POST['login_id'] = "";

      if (!isset($_POST['password'])) $_POST['password'] = "";

      // 入力判定

      if(strlen($_POST{'login_id'}) > 0 && strlen($_POST{'password'}) >= ID_MIN_LEN && strlen($_POST{'password'}) <= ID_MAX_LEN) {

      // 認証パスワードの判定

         $ret = $this->fnCheckPassword($conn);

      }

      if($ret) {

          // 成功

          $this->sendRedirect($this->getLocation(URL_HOME));

          exit;

      } else {

          // エラーページの表示

          SC_Utils_Ex::sfDispError(LOGIN_ERROR);

          exit;

      }

  }
～省略～ 

}

data/class_extends/util_extends/SC_Utils_Ex.php

SC_Utils_Ex::sfDispError()

↓
data/class/util/SC_Utils.php

class SC_Utils {

～省略～

function sfDispError($type) {

    require_once(CLASS_EX_PATH . "page_extends/error/LC_Page_Error_DispError_Ex.php");


    $objPage = new LC_Page_Error_DispError_Ex();

    register_shutdown_function(array($objPage, "destroy"));

    $objPage->init();

    $objPage->type = $type;

    $objPage->process();

    exit;

  }
～省略～

}

· フロント画面遷移エラー

data/class/pages/shopping/LC_Page_Shopping.php

class LC_Page_Shopping extends LC_Page {
～省略～

    function process() {
　　…
        if ($_SERVER["REQUEST_METHOD"] == "POST") {

            if (!$this->isValidToken()) {

                SC_Utils_Ex::sfDispSiteError(PAGE_ERROR, "", true);

            }

        }
    …
    }

}

data/class_extends/util_extends/SC_Utils_Ex.php

SC_Utils_Ex::sfDispSiteError()

↓
data/class/util/SC_Utils.php

class SC_Utils {

～省略～

function sfDispSiteError($type, $objSiteSess = "", $return_top = false, $err_msg = "", $is_mobile = false) {

    global $objCampaignSess;

    require_once(CLASS_EX_PATH . "page_extends/error/LC_Page_Error_Ex.php");

    $objPage = new LC_Page_Error_Ex();

    register_shutdown_function(array($objPage, "destroy"));

    $objPage->init();

    $objPage->type = $type;

    $objPage->objSiteSess = $objSiteSess;

    $objPage->return_top = $return_top;

    $objPage->err_msg = $err_msg;

    $objPage->is_mobile = (defined('MOBILE_SITE')) ? true : false;

    $objPage->process();

    exit;

  }
～省略～

}

2 エラー内容を画面に表示する場合

入力値エラーなどの場合は、入力画面にエラー内容を表示する。

· ページクラス：data/class/pages/entry/LC_Page_Entry.php

//会員登録(入力ページ)

class LC_Page_Entry extends LC_Page {
～省略～

   function process() {
   …
     //--　入力エラーチェック

     $this->arrErr = $this->lfErrorCheck($this->arrForm);
    … 

}

…

//---- 入力エラーチェック

  function lfErrorCheck($array) {

  $objErr = new SC_CheckError($array);
    $objErr->doFunc(array("お名前（姓）", 'name01', STEXT_LEN), array("EXIST_CHECK", "NO_SPTAB", "SPTAB_CHECK" ,"MAX_LENGTH_CHECK"));

    $objErr->doFunc(array("お名前（名）", 'name02', STEXT_LEN), array("EXIST_CHECK", "NO_SPTAB", "SPTAB_CHECK" , "MAX_LENGTH_CHECK"));

    …
    $objErr->doFunc(array("生年月日", "year", "month", "day"), array("CHECK_DATE"));

    $objErr->doFunc(array("メールマガジン", 'mailmaga_flg'), array("SELECT_CHECK"));

    return $objErr->arrErr;

}
～省略～

}

※LC_Page_Entry.phpでは、エラーチェッククラスが呼び出される。

· エラーチェッククラス：data/class/SC_CheckError.php 
   class SC_CheckError {

   var $arrErr;

   var $arrParam;

   // チェック対象の値が含まれる配列をセットする。

   function SC_CheckError($array = "") {

       if($array != "") {

           $this->arrParam = $array;

       } else {

           $this->arrParam = $_POST;

       }

   }
   function doFunc($value, $arrFunc) {

       foreach ( $arrFunc as $key ) {

           $this->$key($value);

       }

   }
～省略～

    /*　必須入力の判定　*/

      function EXIST_CHECK( $value ) {



// 受け取りがない場合エラーを返す
        if(isset($this->arrErr[$value[1]])) {

            return;

        }

        $this->createParam($value);

        if( strlen($this->arrParam[$value[1]]) == 0 ){

            $this->arrErr[$value[1]] = "※ " . $value[0] . "が入力されていません。<br />";

        }

    }
～省略～

}

※doFunc()では第2引数で指定されたチェック関数を順に呼び出す。

※EXIST_CHECK()では、入力文字列の長さが0（つまり未入力） の場合 $arrErrにメッセージ

をセットする。

· テンプレート：data/Smarty/templates/default/entry/index.tpl

entry/index.tpl
↓

frontparts/form_parsonal_input.tpl


// 会員登録(入力ページ) テンプレート

<tr>

  <th>お名前<span class="attention">※</span></th>

  <td>

    <!--{assign var=key1 value="`$prefix`name01"}-->

    <!--{assign var=key2 value="`$prefix`name02"}-->

    <!--{if $arrErr[$key1] || $arrErr[$key2]}-->

    <div class="attention"><!--{$arrErr[$key1]}--><!--{$arrErr[$key2]}--></div>

    <!--{/if}-->

    姓&nbsp;<input type="text" name="<!--{$key1}-->" value="<!--{$arrForm[$key1]|escape}-->" maxlength="<!--{$smarty.const.STEXT_LEN}-->" style="<!--{$arrErr[$key1]|sfGetErrorColor}-->; ime-mode: active;" size="15" class="box120" />&nbsp;

    名&nbsp;<input type="text" name="<!--{$key2}-->" value="<!--{$arrForm[$key2]|escape}-->" maxlength="<!--{$smarty.const.STEXT_LEN}-->" style="<!--{$arrErr[$key2]|sfGetErrorColor}-->; ime-mode: active;" size="15" class="box120" />

  </td>

</tr>

～省略～

※$arrErr[$key1] または $arrErr[$key2]に値がセットされている場合表示する。

$key1…お名前（姓）、$key2･･･お名前（名）
6. ログ出力

6.1. ログ出力関連の規定値

ログファイル関連の定数の規定値を以下に示す。

	定数
	規定値
	意味

	LOG_PATH
	logs/site.log
	サイトログファイルパス

	CUSTOMER_LOG_PATH
	logs/customer.log
	会員ログインログファイルパス

	OSTORE_LOG_PATH
	logs/ownersstore.log
	オーナーズストアログファイルパス

	MAX_LOG_QUANTITY
	5
	ログファイル最大数（ログテーション）

	MAX_LOG_SIZE
	1000000
	1つのログファイルに保存する最大容量（byte）

	DEBUG_MODE
	False
	デバッグ用ログ出力可否

	PEAR_DB_DEBUG
	9
	PEAR::DBのデバッグモード


6.2. ログ出力関数

定義クラス …　data/class/util/GC_Utils.php
※拡張クラス …　data_extends/class_extends/util_extends/GC_Utils_Ex.php
(1) gfPrintLog()関数

[概要] ログファイルに日時、処理ファイル名、メッセージを出力する。

[引数] 出力メッセージ、ログファイルパス(指定なし可)

※ログファイルパスの指定がない場合は、LOG_PATH に出力する。

[出力形式] 

yyyy/mm/dd hh:mm:ss [処理ファイル名] 出力メッセージ from IPアドレス

(2) gfDebugLog()関数

[概要] ログファイルに変数の詳細を出力する。※内部でgfPrintLog()を呼び出している。
定数：DEBUG_MODEが真の場合、定数：LOG_PATHのログファイルに出力する。
[引数] 対象となる変数

[出力形式] 

yyyy/mm/dd hh:mm:ss [処理ファイル名] *** start Debug *** from IPアドレス

yyyy/mm/dd hh:mm:ss [処理ファイル名] 変数の詳細 from IPアドレス

yyyy/mm/dd hh:mm:ss [処理ファイル名] *** end Debug *** from IPアドレス
6.3. サイトログファイル

EC-CUBE のログファイル。

gfPrintLog()でログファイルパスを指定しない場合はこのファイルにログが出力される。

システムエラー時のログはこのファイルに出力される。

6.4. 会員ログインログファイル

会員のログイン、ログアウト情報を出力するログファイル。

6.5. オーナーズログファイル

オーナーズストア専用のログファイル。

7. 定数

数値や文字列などの値をプログラムの中でそのまま記述せず、分かりやすい文字列を使って値を定数として定義し、値を直接記述する代わりに定数名を記述し使用すること。
7.1. 定義済み定数

· 定義済み定数

「PHPマニュアル－付録－予約語の一覧－定義済み定数」を参照。http://www.php.net/manual/ja/reserved.constants.php
· 自動的に定義される定数(マジック定数)

	定数
	説明

	__LINE__
	ファイル上の現在の行番号

	__FILE__
	ファイルのフルパスとファイル名

	__DIR__
	そのファイルの存在するディレクトリ(PHP5.3.0)

	__FUNCTION__
	関数名

	__CLASS__
	クラス名

	__METHOD__
	クラスのメソッド名（PHP5.0.0）

	__NAMESPACE__
	現在の名前空間の名前 (大文字小文字を区別する)(PHP5.3.0)


7.2. EC-CUBEの定数

(1) データベースで管理されている定数

EC-CUBEのほとんどの定数はデータベースで管理され、管理画面のパラメータ設定で確認・編集が可能である。

· インストール時　…　data/mtb_constants_init.php　が　data/cache/mtb_constants.php　にコピーされ、この設定値を元にEC-CUBEが起動する。
· 管理画面のパラメータ設定での編集時　…　設定値を変更するとデータベースが変更され、その内容でdata/cache/mtb_constants.php　が上書きされる。

(2) PHPファイルの定数

主な設定ファイルの定数について記述する。

· html/define.php
· HTML2DATA_DIR　…　HTMLディレクトリからのDATAディレクトリの相対パス
· DATA_DIR2HTML　…　DATA ディレクトリから HTML ディレクトリの相対パス
· data/require.php
· CLASS_PATH　…　クラスパス
· CLASS_EX_PATH …　クラスパス(拡張)
· CACHE_PATH … キャッシュ生成ディレクトリ
· data/install.php
· ECCUBE_INSTALL　…　インストールが完了しているかどうか
· HTML_PATH …　"html"ディレクトリへの絶対パス
· SITE_URL　…　EC-CUBEへのアクセスに使うURL（http://〜）
· SSL_URL　…　EC-CUBEへのSSLアクセスに使うURL（https://〜）
· URL_DIR …　ウェブサーバーのドキュメントルートからのパス
· DOMAIN_NAME　…　ドメイン名
· DB_TYPE …　データベースのタイプ（'pgsql' or 'mysql'）
· DB_USER　…　データベースユーザー
· DB_PASSWORD　…　データベースユーザーのパスワード
· DB_SERVER　…　データベースサーバーのアドレス。IPアドレスやホスト名等が入る(空白はデフォルト値)
· DB_NAME　…　データベース名
· DB_PORT　…　データベースへアクセスするポート番号
· DATA_PATH　…　"data"ディレクトリへの絶対パス
· MOBILE_HTML_PATH　…　モバイルのドキュメントルートの絶対パス
· MOBILE_SITE_URL　…　モバイルのトップのURL
· MOBILE_SSL_URL　…　モバイルのトップのSSL接続用URL
· MOBILE_URL_DIR　…　モバイルへのドキュメントルートからの相対パス
7.3. 定数の定義方法

define(“定数名”, “定数値”)

7.4. テンプレートでの参照方法

{$smarty.const.定数名} 

8. コメント

コメントのコーディングは基本的に phpDocumentor に準ずる。

8.1. ヘッダ

各ファイルのヘッダに著作権表記を記述する。


8.2. クラス定義

phpDocコメントは必要に応じて記述する。

@version は $Id$ を使用する。

メンバ変数は /** */ を使用することによって phpDoc コメントとして認識される。



8.3. 関数定義

phpDocコメントは必要に応じて記述する。

@param と @return は必須。

コード文中にも必要に応じて的確なコメントを記述する。



8.4. その他

コメントによってソースコードが見難くならないように注意する。

必要に応じて、下記のタスクタグを使用しても良い。

TODO - TODO として残したいコメント 

FIXME - 必ず修正することを促すコメント 

XXX - 動くけど怪しい...


9. コーディング規約

9.1. PHP

・改行コードは、基本的に LF を使用する。

→使用する Subversion クライアントによっては、 svn add を実行した際に、 OS 元来の改行コードがリポジトリに反映されてしまう場合があるため、 svn propset で svn:eol-style=LF を設定しておくのが望ましい。

・1行は原則として80バイト未満とし、行末は改行する。

・PHPコードの開始タグは <?php 、終了タグは ?> のように記述し、終了タグの後で

改行する。

・クラス定義、関数定義の後、括弧の後で改行する。

・余分な空行、行末の空白は極力削除する。

→Eclipse でコーディングする場合、 AnyEdit プラグイン を使用すると自動的に行われる。

・インデントは半角スペース4文字を使用し、タブは使用しない。

・フォームから入力された値を利用してSQL文を生成する場合、SQLインジェクション

を防ぐため、必ずPearDBのブレースホルダを利用する。

・長くなる文字列は分割し、 "." で結合する。


・制御文は制御キーワードとカッコの間に空白を1つ置く。

波括弧を必ず記述し、波開き括弧{は行末で、波閉じカッコ}は行頭で使用する。
if文


判定文の対象となる処理結果は先に記述する。

for文


foreach文


while文


do while文


switch文


case の記述は、定数を用いるのが望ましい。

9.2. SQL

・SQL文の書式は統一する

予約語には大文字を使用すること。

○：SELECT a_column, b_column FROM mtb_a_table
×：select a_column, b_column from mtb_a_table
・SELECT文の列名リストに * を使用しない

テーブル定義変更の影響を受けにくくし、また列名への読替えによる性能劣化を回避するため、列名は全て記述すること。

○：SELECT a_column, b_column, c_column FROM mtb_a_table
×：select * from mtb_a_table
・INSERT INTOの列名リストは省略しない

INSERT文では、すべての列に値をセットする場合、列名リストの省略が可能だが、どの列にどの値をセットしているかを明確にするために、列名は全て記述すること。

○：INSERT INTO mtb_a_table (a_column, b_column, c_column)
VALUES (‘10’, ‘100’, 1)
×：INSERT INTO mtb_a_table VALUES (‘10’, ‘100’, 1)
・ORDER BY句の列名リストにはASC、DESCを明記する

ASC(昇順)の場合は省略することが可能だが、実装者の意図を明確に表現するために、ASCまたはDESCを記述すること。

○：SELECT a_column, b_column FROM mtb_a_table ORDER BY a_column ASC
×：SELECT a_column, b_column FROM mtb_a_table ORDER BY a_column
・ORDER BY句では列番号は使用しない

ORDER BY句では、SELECTに記述している列リストの順番に対応する番号を指定することが可能である。

しかしSQLの可読性が低下するため、列名で指定すること。

○：SELECT a_column, b_column FROM mtb_a_table ORDER BY a_column ASC
×：SELECT a_column, b_column FROM mtb_a_table ORDER BY 1 ASC
・USINGは使用しない

USING略記法を使用すると、結合列のみを指定して表名を省略することが可能だが、実装者の意図を明確にするために、USINGを使わずに表名を記述するべきである。

○：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

INNER JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
×：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

INNER JOIN mtb_b_table mbt USING (a_column)
・NATURAL JOINは使用しない

共通カラム(更新日時など)が結合に使用されてしまい、予期せぬ動作の原因になるため、NATURAL JOINは使用しないこと。

○：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

INNER JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
×：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

NATURAL INNER JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
・内部結合ではINNERを省略しない

内部結合においてINNERを省略できるが、内部結合であることを明確にするために、省略はしないこと。

○：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

INNER JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
×：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
・外部結合ではOUTERを省略しない 

外部結合においてOUTERを省略できるが、外部結合であることを明確にするために、省略はしないこと。

○：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

LEFT OUTER JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
×：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

LEFT JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
・WHERE句で指定できる条件にHAVING句は使用しない

WHERE句で条件を指定した場合は、条件で絞り込んだ結果に対して集合演算を行うが、HAVINGを使用した場合は集合演算の結果に対して絞り込みを行う。

WHERE句を使って早い段階で絞り込みを行った方が、処理の負荷を軽減できる。

○：SELECT MAX(c_column), b_column FROM mtb_a_table
WHERE c_column > 1000 GROUP BY b_column
×：SELECT MAX(c_column), b_column FROM mtb_a_table
GROUP BY b_column HAVING MAX(c_column) > 1000
・UNIONではなく極力UNION ALLを使用する

UNIONだけを指定した場合、重複を排除するためのソートが発生する。

仕様的に重複行の排除が不要な場合は、UNIONの代わりにUNION ALLを使用してソート処理を抑制すること。

・不要なDISTINCTは使用しない

SELECT DISTINCTを使うことで、重複行を排除した行取得が可能である。

しかし仕様的に重複行が発生し得ない場合は、不要なソート処理を抑制するため、使用しないこと。

・暗黙の型変換を回避する

型と代入値が一致しない場合、型を変換して代入が可能であれば型変換が行われる。

これを暗黙の型変換と呼ぶが、一度代入に失敗した後で行われるなど性能低下の原因となる。

暗黙の型変換は発生しないようにすること。

以下の例はa_columnがCHAR型の場合。

○：SELECT b_column, c_column FROM mtb_a_table WHERE a_column = ‘10’
×：SELECT b_column, c_column FROM mtb_a_table WHERE a_column = 10
・不一致の演算子には<>を使用する

WHERE句において不一致の条件を指定する場合、"!="ではなく、"<>"を使用する。

○：SELECT b_column, c_column FROM mtb_a_table WHERE a_column <> ‘10’
×：SELECT b_column, c_column FROM mtb_a_table WHERE a_column != ‘10’
・カンマおよびカッコと空白

カンマの前には空白文字を入れず、後ろに半角スペース1文字または改行を挿入する。

開き括弧の後ろ及び閉じ括弧の前には、空白文字を入れない。

○：SELECT TO_CHAR(CURRENT_TIMESTAMP, 'YYYYMMDDHH24MISS')
×：SELECT TO_CHAR( CURRENT_TIMESTAMP ,'YYYYMMDDHH24MISS' )
・二項演算子と空白

二項演算子とオペランドの間には、半角スペース1文字を挿入する。

○：SELECT c_column + 1 FROM mtb_a_table
×：SELECT c_column+1 FROM mtb_a_table
・単項演算子と空白

単項演算子とオペランドの間には、空白文字を入れない。

○：SELECT -c_column FROM mtb_a_table
×：SELECT - c_column FROM mtb_a_table
・テーブル略称の規則

同一のSQL文において、複数のテーブルにアクセスする場合、

「テーブル略称.カラム名」

と明示する。

テーブル略称はFROM句に指定するが、その命名には、テーブル名を _(アンダーバー)で区切り、それぞれの頭文字から構成する。

例：SELECT mat.b_column, mbt.c_column FROM mtb_a_table mat 

INNER JOIN mtb_b_table mbt ON mat.a_column = mbt.a_column
・テーブル略称の規則 (サブクエリー-1)

FROM句内でサブクエリーを使用する場合、サブクエリーで作成された表を使用していることが分かるように略称の頭に "s_" を付ける。表を結合している場合は、結合している順に略称も結合する。

例：SELECT mat.b_column, s_mbt_mct.c_column FROM mtb_a_table mat 

,(SELECT mbt.a_column, mbt.c_column FROM mtb_b_table mbt, mtb_c_table mct

WHERE mbt.d_column = mct.d_column) s_mbt_mct

WHERE mat.a_column = s_mbt_mct.a_column AND mat.a_column = ?
・テーブル略称の規則 (サブクエリー-2)

WHERE句内でサブクエリーを使用する場合、親クエリーとサブクエリーで同じ表を使用する場合はサブクエリー側の表の略称の頭に "s_" を付ける。

例：SELECT mat.a_column, mat.b_column FROM mtb_a_table mat WHERE mat.c_column =

(SELECT MAX(s_mat.column_c) FROM mtb_a_table s_mat 

WHERE mat.b_column = s_mat.b_column)
9.3. HTML

・タグ・属性は小文字で記述する。

・属性は、ダブルクォート「””」で囲む。

・コメントは、<!--  --> にてブロックの開始/終了を示す。

・<img>には、必ず alt 属性を指定する。

・スペーサーgif など文字としての情報を持たない画像には、「alt=""」を指定する。

・インデントは半角スペース2文字を使用し、タブは使用しない。


・ラジオボタン、チェックボックスは <label></label> で囲み、文字をクリックしても

チェックされるようにする。


・文字コードは、”UTF-8” とする。

・改行コードは、”LF”　とする。

9.4. JavaScript

・JavaScriptは原則として外部ファイル読み込みとする。

→読み込みファイルは、data/Smarty/templates/default/site_frame.tpl

・JavaScriptファイルの格納場所については「3.1. ディレクトリ構成」参照。

・ファイル拡張子は 「js」 とする。

例)会員登録(入力画面)


   http://aaa.com/ entry/index.php





xxx/html/entry/


index.php





xxx/data/class_extends/page_extends/entry/


LC_Page_Entry_Ex.php





xxx/data/class/pages/entry/


LC_Page_Entry.php





xxx/data/Smarty/templates/default/entry/


index.tpl





extends





テンプレート





呼び出し





LC_Page.php





extends





【注意】管理画面から編集したテンプレートは、xxx/html/user_data/packages/ 以下に存在する





エラーページ表示





ログ出力





戻り値判定


↓


エラーの場合、utilクラスのエラーページ表示関数を呼び出す





エラー表示ページクラスを呼び出し、エラー画面を表示





トランザクショントークンが有効でない場合、utilクラスのエラーページ表示関数を呼ぶ





エラー表示ページクラスを呼び出し、エラー画面を表示





<?php


/*


 * This file is part of EC-CUBE


 *


 * Copyright(c) 2000-2009 LOCKON CO.,LTD. All Rights Reserved.


 *


 * http://www.lockon.co.jp/


 *


 * This program is free software; you can redistribute it and/or


 * modify it under the terms of the GNU General Public License


 * as published by the Free Software Foundation; either version 2


 * of the License, or (at your option) any later version.


 *


 * This program is distributed in the hope that it will be useful,


 * but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of


 * MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  See the


 * GNU General Public License for more details.


 *


 * You should have received a copy of the GNU General Public License


 * along with this program; if not, write to the Free Software


 * Foundation, Inc., 59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA  02111-1307, USA.


 */


?>





<?php


/**


 * マスタデータを扱うクラス.


 *


 * プルダウン等で使用するマスタデータを扱う.


 * マスタデータは, DB に格納されているが, パフォーマンスを得るため,


 * 初回のみ DBへアクセスし, データを定義したキャッシュファイルを生成する. 


 *


 * マスタデータのテーブルは, 下記のようなカラムが必要がある.


 * 1. キーとなる文字列


 * 2. 表示文字列


 * 3. 表示順


 * 上記カラムのデータ型は特に指定しないが, 1 と 2 は常に string 型となる.


 *


 * マスタデータがキャッシュされると, key => value 形式の配列として使用できる.


 * マスタデータのキャッシュは, MASTER_DATA_DIR/マスタデータ名.php というファイルが生成される.


 *


 * @package DB


 * @author LOCKON CO.,LTD.


 * @version $Id$


 */


class SC_DB_MasterData {


    /** SC_Query インスタンス */


    var $objQuery;





    …


}


?>








クラスの詳細な説明





クラスの簡単な説明





<?php


    /**


     * マスタデータを取得する.


     *


     * 以下の順序でマスタデータを取得する.


     * 1. MASTER_DATA_DIR のマスタデータキャッシュを include_once() で読み込む


     * 2. 1 で読み込んだ値をチェックし, 値が変数定義されていれば値を返す.


     *    されていなければ, 次の処理を行う.


     * 3. 値が未定義の場合は, DBからマスタデータを取得する.


     * 4. 取得した後, マスタデータのキャッシュを生成し, 値を返す.


     *


     * 返り値は, key => value 形式の配列である.


     *


     * @param string $name マスタデータ名


     * @param array $columns [0] => キー, [1] => 表示文字列, [2] => 表示順


     *                        を表すカラム名を格納した配列


     * @return array マスタデータ


     */


    function getMasterData($name, $columns = array()) {


        …


    }


?>








関数の簡単な説明





関数の詳細な説明





<?php





// TODO リファクタリングすること





// FIXME 要修正. バグの説明(#135)





/*


 * :XXX: 以下, 怪しいロジック(#999)


 * 複数行のコメントはこのように.


 *


 * 必要に応じて チケットの ID も記述する.


 */





?>





<?php


$sql = "SELECT name, age, birthday, zipcode, address, comment "


     . "  FROM user_information "


     . " WHERE user_id = ? "


     . "   AND is_delete = 0 ";


?>





<?php


if ($flag == '1') { // '1' == $flag と書くのは NG


    $ret = 1;


} elseif ($flag == '2') {


    $ret = 2;


} else {


    $ret = 3;


}


?>








?>








<?php


for ($i = 0; $i < $max; $i++) {


    echo $i . "\n";


}


?>








<?php


foreach ($var as $key => $val) {


    echo $key . ":" . $val . "\n";


}


?>





<?php


while ($flag) {


    var_dump($flag);


}


?>





<?php


do {


    var_dump($flag);


} while ($flag);


?>





<?php


switch ($var) {


    case VAR_ONE:


        echo "one";


        break;





    case VAR_TWO:


        echo "two";


        break;





    default:


        echo "default";


        break;


}


?>





<!--▼CONTENTS-->


<table width="780" cellspacing="0" cellpadding="0" summary=" ">


  <tr>


    <td bgcolor="#cccccc"><img src="../img/_.gif" width="1" height="18" alt="" /></td>


    <td bgcolor="#ffffff" colspan="3"><img src="../img/_.gif" width="778" height="1" alt="" /></td>





    <td bgcolor="#cccccc"><img src="../img/_.gif" width="1" height="18" alt="" /></td>


  </tr>


  <tr>


    <td bgcolor="#cccccc"><img src="../img/_.gif" width="1" height="10" alt="" /></td>


    <td bgcolor="#ffffff"><img src="../img/_.gif" width="10" height="1" alt="" /></td>


    <td><img src="../img/shopping/flow06.gif" width="758" height="78" alt="お買い物の流れ" /></td>


    <td bgcolor="#ffffff"><img src="../img/_.gif" width="10" height="1" alt="" /></td>


    <td bgcolor="#cccccc"><img src="../img/_.gif" width="1" height="10" alt="" /></td>


  </tr>


</table>





<input type="radio" name="status" value=2 id="mem"<!--{if $list_data.status == 2}--> checked="checked" <!--{/if}-->><label for="mem">本会員</label>





<script type="text/javascript" src="<!--{$TPL_DIR}-->js/site.js"></script>
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